文学教材の研究 : 上田秋成『雨月物語』「菊花の約」「貧福論」の言語表現 by 荻原 桂子


















































































行されたため、作者が上田秋成とわかった は彼 死後である。安永・天明文化期の流行 浮世草子から転換しつつあった初期読本にあたる。内容は中国の白話小説の翻案によるものが多 。　
鵜月洋氏は「文学鑑賞のゆたかな読者は、それぞれの作品につ










































































































































































となるが、 『雨月物語』 かける意気込み、創作経緯が記されている。この文中で秋成は、 『水滸伝』を書いた羅貫中と『源氏物語』を書いた紫式部を例にあげ、二人が傑作 書いたばかりにひどい目にあったという説 持ち出している
８。末尾の「剪枝畸人




























































































































れたことを聞いて帰るところだった。宗右衛門は快復し、左門と義兄弟の契を結んだ。宗右衛門は左門の母にも会い、数日親しく過ごした。初夏になり宗右衛門は出雲へ帰 こ となった。左門には重陽の節句、九月九日に再会する とを約した。約束の九月九日となり、左門は朝から宗右衛門を迎えるため掃除や料理 どの準備をし、待ち受けていた。夜も更け、左門が諦 て家に入ろうとしたとき、宗右衛門が影のようにやってきて自分が死んでいることを告白する。塩冶を討っ 経久が自分のいとこの 丹治をつかって監禁させたため、宗右衛門は、 「人一日 千里をゆくことあたはず。魂よく一 に千里 もゆく」という言葉どおり、自死し幽霊とな ここまで辿り着いたといい、左門に別れを告げ消えていった。左門は、宗右衛門を埋葬するために出雲へと旅立ち、魏の公
こうしゅくざ
淑座の故事を例にして、丹治に信義のないのを責め




























































































己が心なり。いやしみ給 ことなかれ」 。赤穴猶答へ せで
























に応えるために自刃した男の哀切な響きに満ちている。 「菊花の約」は宗右衛門の命がけの信義で守られたのである。　『雨月物語』の文章について、高田衛氏は「和文脈を多用し、その修辞の新鮮と美が大きな効果をあげている。また、原話の設定を日本の歴史風土に置きかえた結 として話の結末部は原話とは大きく異なり、左門と赤穴の連帯が、左門の丹治に対する復讐で証明されねば らなかった いう形をとる」
１５
と指摘している。













の名が見える。富貴を願って倹約を尊び、暇なときには部屋に金貨を敷き詰め、楽しんだということだが、吝嗇ではなく、ある下男が小判一枚を蓄 ているこ を知る 十両 金をやって取り立てたという、庶民にも人気のある変人だった。　
左内がある夜寝ていると、枕元に小さな翁が現れた。正体を聞
































































































を重視した授業が展開されることが望まれる。二〇一六年一二月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」では「主体的・対話的で深い学び」を実現するために共有すべき授業改善 視点としてアクティブ・ラーニングを重要視している。 「主体的・対話的で深い学び」 を実現する授業方法と 、 「知識構成型ジグソー法」が、東京大学大学発教育支援コンソーシアム推進機構
１７
が開催するシンポジウムで報告されている。 「知識





























題に対する自分の考えをまとめる。　「菊花の約」の言語表現からは「交りは軽薄の人と結ぶことなかれ」と「魂よく一日に千里をゆく 」 つ 左門と宗右衛門の信義の内実は、 如何なるものかという課題を取り上げ、 「貧福論」の言語表現からは 「黄金の精霊」 と 「我もと神 あらず仏にあらず、只これ非情なり」と 、どのような存在であるか いう課題を取り上げ、 「知識構成型ジグソー法」によって協働学習を実践する。アクティブ・ラーニングを可能 するには、古典の言語表現が現代のわたしたちの言語生活とどのようにつながっているのかを、生徒一人ひと が実感できるような文学教材を取り上げるこ が大切である。上田秋成『雨月物語』 言語表現には、複雑な現代社会にも当てはまる豊潤な言語表現があるこ から、 「知識構成型ジグソー法」の古典での文学教材として最適である。 「主体的・対話的で深い学びの実現」が求められているこ も 国語科










































































































129 九 州 女 子 大 学 紀 要 第55巻１号
A study on Japanese language art education
―
A

















ent, Faculty of H
um
anities,
K
yushu W
om
en ’s U
niversity
1-1, Jiyugaoka, Y
ahatanishi-ku, kitakyusyu-shi
807-8586, Japan
N
o English abstract
